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オスマン
帝国

香
辛
料
な
ど
、

東
方
物
産
の
直
接
入
手
を
狙
っ
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
ン
ド
航
路
開
拓
は
、

東
方
貿
易
を

一
変
さ
せ
た
。

太

平

洋

大

西

洋

「航
海
王
子
」
か
ら

一
世
紀
続
い
た

直
航
ル
ー
ト
の
開
拓

‐５
世
紀
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は
、レ
コ
ン
キ
ス

タ
の
進
展
と
と
も
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
カ
ス
テ
ィ

リ
ャ
、
ア
ラ
Ｐ̈
／
の
３
王
国
が
勢
力
を
増
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
国
は
さ
ら
な
る
領
土
の
獲
得
や
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て

い
た
胡
椒
な
ど
の
香
辛
料
を
直
接
入
手
す
る
た

め
、
海
外
へ
と
進
出
し
て
い
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
１５
世
紀
初
頭
、
エ
ン
リ
ケ
航

海
王
子
が
王
室
の
事
業
と
し
て
ア
フ
リ
カ
北
西

部
の
海
岸
な
ど
の
探
検
を
開
始
。
彼
は
そ
の
ほ

か
に
も
航
海
士
の
養
成
所
を
つ
く
っ
て
航
海
技

術
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
そ
の
後
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
航
海
事
業
の
礎
を
築
い
た
。

エ
ン
リ
ケ
の
死
後
も
ア
フ
リ
カ
西
岸
探
検
は

続
け
ら
れ
、
１
４
８
８
年
に
は
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
＝

デ
イ
ア
ス
が
ア
フ
リ
カ
南
端
の
喜
望
峰
に
、
さ
ら

に
９８
年
に
は
、
ヴ

ァ
ス
コ
＝
ダ
＝
ガ
マ
が
喜
望
峰

を
ま
わ
り
、
イ
ン
ド
西
岸
の
カ
リ
カ
ッ
ト
に
到

達
し
た
。
そ
の
後
、
１
５
１
０
年
に
イ
ン
ド
西
岸

の
ゴ
ア
を
占
領
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
こ
の
地
に

総
督
府
を
置
き
、
翌
「
年
に
は
マ
レ
ー
半
島
南

西
部
の
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
。
さ
ら
に
香
幸
料
の

産
地
で
あ
り
、
「
香
料
諸
島
」
と
も
よ
ば
れ
た
モ

ル
ツ
カ
諸
島
に
到
達
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人

な
ど
に
支
配
さ
れ
て
い
た
香
辛
料
交
易
の

一
角

に
加
わ
っ
た
。

マ
ラ
ッ
カ
占
領
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
明
と
の

交
易
を
開
始
し
、
１
５
５
７
年
に
は
マ
カ
オ
に

居
住
権
を
獲
得
。
そ
の
前
の
４３
年
に
は
日
本
に

到
達
し
て
、
平
戸
を
根
拠
地
と
し
た
対
日
交
易

を
開
始
し
た
。
こ
う
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
東
ア

ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
た
る
直
航
ル
ー
ト
を

つ
く
り
だ
し
、

１６
世
紀
前
半
、
首
都
の
リ
ス
ボ
ン

は
香
辛
料
を
は
じ
め
と
す
る
東
方
物
産
の
荷
揚

げ
港
と
し
て
繁
栄
し
た
。

アフリカ マラッカ

モルッカ諸島

インド洋

16世紀後半の
ポルトガル植民地

香辛料 窪8肺鍵鶏祝驚錯緋卵富乳蕨秘誉E鑓597負つ量魏数lζだい醗 覇婚鷲贈纂慰
貿易の結果、ヨーロッパに着くころには同じ重さの銀と取引されるほど高価になつていた。 86

アジア貿易の中継国として繁栄

東方貿易を中継し、香辛料などに

高い関税を課した。

ヴァスコ=ダ=ガマ、インドのカリカット

に到達→インド航路の開通

インド洋

喜望峰
1488年 にバルトロ
メウ=ディアスカ湮」達。
ポルトガル王ジョア
ン2世が「喜望峰」と
命名した。

アジア貿易の利権を失い、
マムルーク朝滅亡。貿易は
オスマン帝国の手に。

地中海を介した貿易が衰
退し、大西洋・インド洋を

介した貿易が栄えた。

インド航路
ヨーロッパヘ直行

儡


